
提

出

者

�

井

英

勝

平
成
十
六
年
十
二
月
二
日
提
出

質

問

第

七

四

号

四
国
電
力
伊
方
原
発
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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四
国
電
力
伊
方
原
発
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
四
年
十
月
十
四
日
に
提
出
し
た
「
原
子
力
発
電
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
関

す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書
に
先
立
っ
て
、
す
で
に
原
子
力
安
全
保
安
院
は
、
中
部
電
力
浜
岡
原
発
四
号
機
と
東
京

電
力
福
島
第
一
、
第
二
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
「
試
験
成
績
書
」
の
改
ざ
ん
や
試
験
サ
ン
プ
ル
の
す
り

替
え
と
い
う
不
正
行
為
を
行
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
記
者
発
表
し
て
い
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
が
二
〇
〇
三
年
三
月
十
九
日
に
発
表
し
た
通
知

文
書
に
お
い
て
、
「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
起
因
す
る
橋
梁
の
損
傷
は
、
主
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
膨
脹
に
よ
る
ひ
び
割
れ
が
問

題
と
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
部
へ
の
水
分
の
供
給
を
防
ぎ
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
の
進
行
を
抑
制
す
る
対
策
を
実
施
し
て
」
き

た
が
、
調
査
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
「
鉄
筋
の
破
断
が
報
告
さ
れ
」
た
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
膨
脹
や
劣
化
と
と
も
に
、
鉄
筋
の
破
断
ま
で
引
き
起
こ
す
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
こ
の
国
土
交
通
省
調
査
報
告
に
関
わ
っ
て
、
さ
ら
に
指
摘
す
る
と
、
大
断
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
で
は
、
ひ

び
割
れ
の
生
じ
て
い
る
表
層
部
よ
り
も
内
部
に
お
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
低
下
な
ど
の
劣
化
現
象
が
著
し
い
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
中
に
お
い
て
一
様
に
進
行
す
る
の
で
は
な
く
、

一



そ
れ
に
伴
う
異
常
現
象
も
均
一
に
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
九
月
に
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
当
時
・
財
団
法
人
原
子
力
発
電
技
術
機
構
・
原
子
力
安

全
解
析
所
）
は
、
「
確
率
論
的
手
法
を
用
い
た
設
計
地
振
動
の
作
成
手
法
の
整
備
に
関
す
る
報
告
書
」
を
出
し
て
、
そ
の
中
で

原
発
の
地
震
時
の
炉
心
損
傷
確
率
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
書
の
中
に
お
け
る
原
発
の
損
傷
確
率
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
膨
脹
・
劣
化
、
あ
る
い
は
鉄
筋
の
破
断
や
腐
食
を
含
め
た
検
討
で
は
な
か
っ
た
。

阪
神
大
震
災
や
今
回
の
新
潟
中
越
大
震
災
な
ど
を
上
回
る
大
規
模
地
震
の
可
能
性
が
予
測
さ
れ
て
い
る
今
日
、
原
子
炉
本
体

は
も
と
よ
り
、
配
管
類
や
タ
ー
ビ
ン
と
発
電
機
な
ど
、
原
発
の
安
全
性
を
揺
る
が
す
重
大
な
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
十
月
十
四
日
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
十
一
月
二
十
六
日
閣
議
決
定
の
政
府
答
弁
書
を
踏
ま
え
て
、
以
下
に
示
す

問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

（
一
）

答
弁
書
に
よ
る
と
、
「
原
子
炉
に
係
る
主
要
な
建
物
及
び
構
築
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
試
験
体
を
採
取
し
、
長
期

的
に
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
が
起
こ
る
可
能
性
を
確
認
す
る
た
め
の
促
進
膨
張
試
験
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
を
確
認

す
る
た
め
の
圧
縮
強
度
試
験
を
第
三
者
に
委
託
し
て
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
指
示
し
た
」
と
あ
る
。 二



セ
メ
ン
ト
中
の
ア
ル
カ
リ
量
の
高
い
時
期
で
あ
る
一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
原
発

に
つ
い
て
は
、
セ
メ
ン
ト
中
の
ア
ル
カ
リ
量
（
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
酸
化
カ
リ
ウ
ム
の
合
計
量
を
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
に

換
算
し
た
量
）
と
粗
骨
材
及
び
細
骨
材
の
中
に
含
ま
れ
る
ア
ル
カ
リ
反
応
性
成
分
の
組
成
、
及
び
水
／
セ
メ
ン
ト
比
で

示
さ
れ
る
加
水
の
状
況
を
調
べ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
調
査
も
指
示
し
て
い
る
の
か
。

（
二
）

こ
れ
ら
の
原
発
の
「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
性
に
係
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他
の
原
発
の
ア
ル
カ
リ

骨
材
反
応
に
対
す
る
健
全
性
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
当
該
調
査
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
答
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
、
関
西
電
力
美
浜
三
号
機
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
十
二
日
の
予
算
委
員
会
で
取
り
上
げ
た
も
の

で
あ
り
、
当
時
の
通
産
大
臣
は
確
認
調
査
を
行
う
こ
と
を
答
弁
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
調
査
結
果
は
出
て

い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

二
〇
〇
二
年
九
月
に
、
四
国
電
力
は
、
伊
方
原
発
一
号
機
の
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
架
台
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る

亀
裂
は
無
数
に
あ
り
、
建
設
時
か
ら
約
二
十
年
で
架
台
が
三
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
膨
張
し
て
い
た
事
な
ど
を
「
報
告

書
」
で
明
ら
か
に
し
た
。

三



国
の
調
査
に
よ
っ
て
、
以
下
の
亀
裂
の
確
認
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
何
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
か
を
示
さ
れ
た
い
。

一
）

タ
ー
ビ
ン
架
台
上
面
の
Ｐ
タ
イ
ル
の
歪
み
は
、
Ｐ
タ
イ
ル
の
下
部
で
ど
の
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
膨
張
や
亀
裂

が
あ
っ
て
生
じ
た
も
の
な
の
か
。

二
）

架
台
側
面
上
部
と
真
ん
中
に
長
く
で
き
た
亀
裂
は
、
ど
う
し
て
で
き
た
の
か
。

三
）

ア
ル
カ
リ
分
の
多
い
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た
場
合
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
は
急
速
に
進
行
す
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
中
性
化
の
進
行
（
或
る
時
点
に
お
け
る
中
性
化
深
さ
）
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
中
性
化

し
た
部
分
と
内
部
の
非
中
性
化
部
分
の
圧
縮
弾
性
係
数
の
値
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

四
）

鉄
骨
・
鉄
筋
の
腐
食
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
鉄
筋
の
破
断
ま
で
は
い
か
な
い
程
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
膨
張
や

腐
食
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
膨
張
の
影
響
な
い
し
腐
食
は
全
く
な
か
っ
た
の
か
。

（
四
）

四
国
電
力
は
、
こ
の
膨
張
・
亀
裂
の
発
生
に
よ
り
、
「
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
軸
受
部
に
お
け
る
軸
方
向
の
隙
間
の
変

化
が
確
認
さ
れ
た
」
と
し
、
ま
た
「
タ
ー
ビ
ン
ミ
サ
イ
ル
評
価
に
つ
い
て
は
、
国
の
安
全
評
価
を
受
け
て
お
り
、
問
題

な
い
」
と
し
た
。

し
か
し
、
タ
ー
ビ
ン
の
軸
が
ズ
レ
る
こ
と
は
、
高
速
回
転
に
お
い
て
は
軸
の
異
常
振
動
の
原
因
と
も
な
り
、
実
際
、

四



諸
外
国
の
原
発
な
ど
で
、
タ
ー
ビ
ン
の
軸
の
激
し
い
振
動
が
生
じ
た
結
果
、
動
翼
が
破
損
し
て
、
そ
れ
が
タ
ー
ビ
ン
ミ

サ
イ
ル
と
な
っ
て
ケ
ー
シ
ン
グ
を
突
き
破
っ
て
飛
び
出
し
て
原
発
の
配
管
な
ど
機
器
類
を
破
損
さ
せ
る
事
故
が
起
こ
っ

て
い
る
。

ま
た
、
タ
ー
ビ
ン
と
発
電
機
の
軸
の
ズ
レ
な
ど
は
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
部
分
で
破
損
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

実
際
、
関
西
電
力
海
南
火
力
発
電
所
一
号
機
で
は
、
一
九
七
〇
年
に
振
動
試
験
を
行
っ
て
い
る
時
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
の
部
分
で
油
火
災
が
発
生
し
、
そ
れ
が
冷
却
用
水
素
の
火
災
を
引
き
起
し
、
二
・
六
ト
ン
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
部
の
カ

バ
ー
が
屋
根
を
突
き
破
っ
て
約
百
メ
ー
ト
ル
も
吹
き
飛
ぶ
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
う
し
た
事
故
例
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伊
方
原
発
で
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
架
台
の
膨
張
や
亀
裂
が
無

数
に
発
生
し
て
い
て
も
、
原
発
の
健
全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
し
た
根
拠
は
何
か
。

（
五
）

こ
う
し
た
事
故
例
は
、

一
）

す
べ
て
の
原
発
に
つ
い
て
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
架
台
の
膨
張
や
亀
裂
の
発
生
の
有
無
の
調
査

を
行
う
こ
と
、

二
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
中
で
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
の
起
こ
っ
て
い
な
い
健
全
部
分
と
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に

五



よ
っ
て
強
度
の
低
下
を
来
し
て
い
る
部
分
が
共
に
存
在
す
る
場
合
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
不
均
一
性
が
、
据
付

け
機
器
類
や
貫
通
す
る
配
管
類
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
検
討
し
、
個
々
の
原
発
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ

と
、

三
）

大
規
模
地
震
発
生
時
に
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
の
進
行
し
て
い
る
原
発
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
歪
み
が
ど
う

現
れ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
、

四
）

前
記
二
）
と
三
）
に
合
わ
せ
て
、
す
で
に
進
行
し
て
い
る
原
発
の
配
管
類
の
減
肉
や
、
金
属
疲
労
や
、
溶
接
時
の

残
留
熱
応
力
な
ど
が
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
原
発
の
健
全
性
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
か
評
価

す
る
こ
と

－

な
ど
に
つ
い
て
、
総
点
検
を
は
じ
め
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
前
記
四
項
目
に
つ
い
て
の
政
府
の

見
解
を
求
め
る
。
ま
た
す
で
に
点
検
計
画
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
示
さ
れ
た
い
。

（
六
）

前
記
（
独
）
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
が
発
表
し
た
「
確
率
論
的
手
法
を
用
い
た
設
計
地
振
動
の
作
成
手
法
の
整
備
に

関
す
る
報
告
書
」
に
お
い
て
、
原
発
の
地
震
時
の
炉
心
損
傷
確
率
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
、
サ
イ
ト
一
（
東
京

電
力
福
島
原
発
）
の
損
傷
確
率
を
〇
・
〇
〇
〇
〇
一
七
一
〇
、
サ
イ
ト
二
（
関
西
電
力
大
飯
原
発
）
で
は
〇
・
〇
〇
四

六



四
八
八
、
サ
イ
ト
三
（
中
部
電
力
浜
岡
原
発
）
で
は
〇
・
〇
二
三
七
〇
と
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
中
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
膨
脹
・
劣
化
、
或
い
は
鉄
筋
の
破
断
や
腐
食
ま
で
は
検
討
に
い
れ

て
い
な
い
。
前
回
の
質
問
主
意
書
で
取
り
上
げ
た
東
京
電
力
福
島
原
発
や
中
部
電
力
浜
岡
原
発
な
ど
で
「
生
コ
ン
納
入

業
者
の
不
正
」
に
よ
っ
て
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
が
進
行
し
て
い
た
り
、
大
飯
原
発
に
隣
接
す
る
関
電
美
浜
原
発
で
の
加

水
問
題
、
四
国
電
力
伊
方
原
発
で
の
明
白
な
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
膨
張
や
劣
化
が
あ
る
事
例

を
考
え
れ
ば
、
原
発
の
地
震
時
の
炉
心
損
傷
確
率
は
前
記
「
報
告
書
」
よ
り
さ
ら
に
高
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


